
建設産業情報（最近の動向） 
 
 
在外公館名  在カナダ日本国大使館          

 

記入日  平成２５年２月２６日      

 

 

 

 

１．現地の建設工事に係る経済情報 

① 資料名：セクター別ＧＤＰ月次統計 [カナダ統計庁] 

（注）セクター別ＧＤＰを記載した月次レポートで、２ヶ月遅れの月末に発出される。 

URL：平成２４年１１月分レポートの例 

http://www.statcan.gc.ca/daily-quotidien/130131/dq130131a-eng.htm?HPA 

 

② 資料名：水・廃水セクターへのＰ３の適用可能性に関する報告書[カナダＰＰＰ公社] 

（注）カナダＰＰＰ公社は、今後数年間に亘り、他のセクターに関する報告書をも公表

する予定。 

URL： 

http://www.p3canada.ca/_files/file/Water%20Wastewater%20Study/PPP%20CANAD

A%20PUBLISHES%20P3%20WATER%20WASTEWATER%20SECTOR%20STUDY.pdf 

  

③ 資料名：オンライン誌「Renew Canada（The Infrastructure Magazine）」 

URL：http://renewcanada.net/topics/news/ 

 

 

２．建設業制度、入札契約制度の改正動向（改正等がなければ記入不要）  

なし。 

 

 

 

 

 

 

1 

http://www.statcan.gc.ca/daily-quotidien/130131/dq130131a-eng.htm?HPA
http://www.p3canada.ca/_files/file/Water%20Wastewater%20Study/PPP%20CANADA%20PUBLISHES%20P3%20WATER%20WASTEWATER%20SECTOR%20STUDY.pdf
http://www.p3canada.ca/_files/file/Water%20Wastewater%20Study/PPP%20CANADA%20PUBLISHES%20P3%20WATER%20WASTEWATER%20SECTOR%20STUDY.pdf
http://renewcanada.net/topics/news/


３．報道情報 

 タイトル、概要 日付/掲載

紙 

添付 

 2013/2/25 「更なる開発の促進とＬＮＧ事業の支援」：ＢＣ州政府が２

００４年に導入したインフラ事業対象ロイヤルティー控除

プログラム（ＩＲＣＰ）の２０１３年度実施に関する発表。

本プログラムは、天然資源開発事業者を対象に、天然資源

の生産に課せられるロイヤルティーの控除を通じて開発段

階における道路やパイプラインの敷設コストの一部回収を

可能にするもの。ＬＮＧ事業促進が主な狙い。 

 

 ＢＣ州政府 あり/なし 

 

１ 

 2013/2/22 「ＢＣ州、第３のＬＮＧ輸出基地建設候補地売り込みへ」：

ＢＣ州政府が、キティマットとプリンスルパートに次ぐ第

３のＬＮＧ輸出基地建設候補地の競売（売却又はリース）

の準備を進めているとの報道。 

 

２ Globe & Mail

紙 

あり/なし 

 2013/2/19 「運輸セクター用燃料として天然ガスの使用促進へ」：低価

格が続く天然ガスの需要を増大すべく、運輸セクターが使

用するディーゼルを天然ガスに置換する試みがエネルギ

ー・セクターの主導でなされつつあるが、その促進にはイ

ンフラ整備が必要との報道。 

 

 Globe & Mail

紙 

あり/なし 

３ 

 2013/2/18 「パイプ・ドリーム（夢物語）」：カナダ西部で生産される

原油を輸送・輸出するためのパイプライン容量の不足を解

決すべく国内で提案されている６つのパイプライン敷設計

画の概観。 

 

４ Globe & Mail

紙 

あり/なし 

 2013/2/13 「エリスドン社参加のコンソーシアムが（オンタリオ州）

オタワ市初のライトレール交通システム構築事業契約を獲

得」、「リドー・トランジット・グループ・パートナーシッ

プがオタワ市のコンフェデレーション・ライン敷設事業契

約を獲得」：加の建設大手エリスドン社とＳＮＣラバリン社

が共に参画するコンソーシアムであるリドー・トランジッ

ト・グループ（ＲＴＧ）によるオンタリオ州オタワ市初の

ライトレール交通システムの設計・建設・融資・維持契約

の獲得に関する発表。 

 

 EllisDon あり/なし 

  

５ 同 

SNC Lavalin 

 2013/2/12 「不動産業者はホテルに注目」：近年、不動産業者がホテル

を買取り、学校、コンドミニアム、学生寮、老人ホーム等

に改造する事例が増加しつつあるとの報道。 

 

６ Globe & Mail

紙 

あり/なし 

 

2 



 2013/2/8 「（ＢＣ州）ファーニー市、廃水処理システムの機能改善

へ」：連邦政府及びＢＣ州ファーニー市の共同出資による同

市の廃水処理システムのアップグレード計画の発表。 

 

3 

７ 加インフラ

省 

あり/なし 

 

 

８ 

「（ノヴァスコシア州の）ニューシドニー川橋には自転車歩

行者道も含まれる予定」：連邦政府及びノヴァスコシア州政

府の共同出資による同州の既存シドニー川橋の取り壊しと

新橋（自転車歩行者道を含む）の建設に関する発表。本年

春に入札開始の予定。 

2013/2/7 

加運輸省 

 

あり/なし 

 

 

 

９ 

 

「連邦政府、低石油価格の影響を実感」：３月に発表される

来年度予算に向けて２０１４年に失効する連邦政府の地方

自治体インフラ整備助成プログラム更新への期待が高まる

中、連邦政府が、カナダ産原油価格の低迷による歳入減で

連邦財政の見通しが悪化しつつある現下においては長期イ

ンフラ整備への多額の投資は困難であるかもしれないと牽

制しているとの報道。 

2013/2/5, 7 

Globe & Mail

紙 

 

あり/なし 

 

１０ 

「（ＢＣ州）レイクカントリー地区の廃水処理施設の大規模

アップグレードに４１０万ドル」：連邦政府及びＢＣ州レイ

クカントリー地区の共同出資による同地区の廃水処理施設

の大規模なアップグレード計画に関する発表。 

2013/2/1 

加インフラ

省 

 

あり/なし 

 

 

 

１１ 

 

 

「ハーパー首相、（ケベック州）レヴィ市のフェリー発着場

近辺再開発事業に対する連邦出資を発表」：ケベック州東部

にあるレヴィ市の波止場及びターミナルの再開発事業に対

する連邦、州、市による総額１，９００万加ドルの共同再

開発事業（各々約３分の１ずつ負担）。２０１３年７月着工、

２０１５年３月完工の予定。 

 

2013/2/1 

首相府 

 

あり/なし 

 

 

１２ 

 

「ＳＮＣラバリン社のコンソーシアムがバンクーバー市都

市圏のエバーグリーン・ライン高速電車線敷設事業契約を

獲得」：加の建設・エンジニアリング大手ＳＮＣラバリン社

が、ＢＣ州政府によるバンクーバー市都市圏におけるエバ

ーグリーン・ライン高速電車線の設計・敷設・融資事業契

約を獲得したことに関する発表。 

2013/1/31 

SNC Lavalin 

 

あり/なし 

 

４．その他我が国建設業界にとって参考となりうる最近の動向（報道情報以外） 

なし。 

 


